
物理（３教科型選抜）

●工学部（電子情報工学科／電気工学科）
●情報工学部（情報工学科／情報通信工学科／システムマ

ネジメント学科）

⑻ 計算

周期をTとすると t = 0で x = 0，t = T
4 で x = Xであるの

でそれぞれ x－X = Asin（ω′ t ＋δ）に代入すると、

－X=Asinδ…②

0 = Asin（ 　 ）ω′　　   ＋δT
4 = Asin（ 　 ）＋δT

4
2π
T

= Asin（ 　 ）＋δπ
2 = Acosδ…③　

③より cosδ = 0で、δ＝±π
2…③ ’ 

②に③ ’を代入して－X=Asin（　）±π
2 =±A

よってA=∓X=∓ mLω2

k－mω2 　ここで、A＞ 0より

A=X= mLω2

k－mω2 　これに対応するのはδ=－π
2 

よって単振動の式は、

x－ mLω2

k－mω2 =
mLω2

k－mω2 sin（ 　 ）ω′t－π
2 　

このグラフは「い」

答　
A＝ mLω2

k－mω2 　 グラフの記号　い

⑼ 計算

⑻より x = mLω2

k－mω2 1+sin｛ 　 ｝（ 　 ）ω′t－π
2

ここで、0 ≤ 1+sin（ 　 ）ω′t－π
2 ≤ 2 であるので、

0 ≤ x ≤ 2mLω2

k－mω2 であり、

x = 2mLω2

k－mω2 が最大値となる。

答　
2mLω2

k－mω2

英語（３教科型選抜）　
●工学部（電子情報工学科／電気工学科）
●情報工学部（情報工学科／情報通信工学科）
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英語（３教科型選抜）　　
●工学部（生命環境化学科／知能機械工学科）
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2 月 9 日 実施分

2 月10日 実施分

2 月 9 日 実施分4［B］
⑴　求める図形の面積は，

cos cos cos
x t

dx
x
dx

2 2 20 0
- =

r r

d n# #

=2

　　である。

⑵　cos cos
x t
2 2
F (0≦ x≦ t)，cos cos

x t
2 2
1 (t < x≦ r)であるから，求める面積 S(t)は，

cos cos cos cosS t
x t

dx
t x

dx
2 2 2 2

t

t0
= - + -

r

]

d d

g

n n# #

sin cos
t

t
t

4
2

2
2
2r= + - -] g

　　である。
⑶　⑵の計算結果を微分すると，

sin
dt
dS
t t

t
2 2
r

= -]

d

g

n

　　であるので，S(t)の増減表は以下のようになる。

t 0 … … r

dt
dS
t] g - 0 +

S(t) r-2 ↘ ↗ 2

　　r-2<2であるから，S(t)は t=rで最大値 2，t
2
r

=  で最小値 2 2 2-  をとる。

2
r

2 2 2-
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物理（３教科型）

●工学部（電子情報工学科／電気工学科）
●情報工学部（情報工学科／情報通信工学科）
1 ⑴ 答

mgh

⑵ 答
mv
2
0
2

⑶ 計算
糸が鉛直であるときの小球の位置と、最も高い位置と
の高さの差を Hとすると、力学的エネルギーの保存則

より mv
mgH

2
0
2

= 。これよりH
g
v
2
0
2

= ，床からの高さ

を加えて h
g
v
2
0
2

+ となる。

答
h

g
v
2
0
2

+

⑷ 計算
糸が小球を引く力の大きさを Sとおくと、小球の運動
方程式の鉛直方向成分は 0=Scosθ-mg。これより S

について解いて解を得る。

答

cos
mg
i

⑸ 計算
角速度の大きさをωとすると、小球の運動方程式の水
平成分の式は mlsinθω2=Ssinθ。

これより
cosml

S
l
g2~
i

= = 。

これより周期は cos
T

g
l2

2
~

r
r

i
= =

答
cos
g

l
2r

i

⑹ 計算
⑸で計算した角速度ωを用いると、小球の速さは

sin
cos
sinlg

v l
2

i~
i

i
= =

] g 。

答

cos
sinlg 2

i

i] g

⑺ 計算
糸が切れた後の小球の鉛直方向の運動は、初速が 0の
重力場中の自由落下運動となる。円軌道の床からの距

離は l(2-cosθ)=
l
2
3 なので、落下するのに要する時

間を Tとすると、自由落下の式より gT l
0

2 2
32

=- + 。 

これを Tについて解いて解をえる。

答

g
l3

2 月 9 日 実施分
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